
令和元年10月15日 発行

第103号 （毎月15日発行）

http://www.library.pref.kagoshima.jp

Tel：099-224-9511

鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

― 令和元年度海音寺潮五郎記念文化講演会の御案内 ―

今月のレファレンス ｢三つの国の国旗のデザインについて知りたい｡｣

皆さんは「アンティグア・バーブーダ」「グレナダ」「ドミニカ国」この三つが何のことか御存じですか。答

えは，三つとも国の名前です。

「これらの国の国旗はどのようなデザインか」という調査相談がありました。国旗関係の事典をひくと，三か

国ともすぐに見つけることができました。しかし，「ドミニカ国」は本によって微妙にデザインが異なっていま

す。ドミニカ国の国旗には星（五角星）がありますが，本によって星に黄色の縁取りがあったりなかったりする

のです。複数調べた本の中で，『世界の国旗・国章歴史大図鑑』（山川出版社）にその答えが載っていました。

「1981年ライムグリーンの五角星に黄色い輪郭線が付き……」とあり，更に「1990年～ライムグリーンの五角星

から黄色い輪郭線が取り除かれた。」として，支配や独立の経緯とともに説明がありました。この本は，書名の

とおり各国の「歴史」について「国旗の変遷」を通して説明した本です。そういった点で，他の本に比べ国旗の

変遷についてより詳しく解説されていることが分かりました。

ちなみに，「ドミニカ国」は「ドミニカ共和国」とは別の国です。気になる方は，図書館の本で調べてみませ

んか。

《一般図書》 10月11日(金) 《児童図書》 10月23日(水）

○『世界魚類神話』 篠田知和基/著 八坂書房

○『コップひとつからはじめる自給自足の野菜づくり百科』

はたあきひろ/文・イラスト 内外出版社

○『地元を再発見する！手書き地図のつくり方』

手書き地図推進委員会/編著 学芸出版社

○『歌舞伎さんぽ』 小田豊二/文 柏書房

○『にっぽんのカラス』 松原始/監修・著 カンゼン

○『たたたんたたたん』内田麟太郎/文 西村繁男/絵 童心社

○『おばけとしょかん』斉藤洋/作 森田みちよ/絵 講談社

○『野うさぎレストランへようこそ』小手鞠るい/作 土田義

晴/絵 金の星社

○『月と珊瑚』 上條さなえ/著 講談社

○『｢未完成｣なぼくらの、生徒会』 麻希一樹/著

KADOKAWA

海音寺潮五郎記念文化講演会を今年も行います。令和初となる今年の講師は，

昨年『銀河鉄道の父』(講談社)で第158回直木賞を受賞した門井慶喜氏です。演題

は，ずばり「歴史に学ぶ」。

郷土の作家，海音寺潮五郎の文業をたたえて行うこの講演会では，県立川内高

等学校放送部員による海音寺作品朗読も行います。

詳細は，以下のとおりです。たくさんの皆様の御参加をお待ちしております。

◈ 日 時：令和元年11月30日(土) 午後１時30分から午後３時45分まで

◈ 会 場：かごしま県民交流センター（県民ホール）

◈ 参加費：無料（事前申込みをしてください。）
◈ 申込み：申込用紙により郵送，ＦＡＸ又はＥメールで。電話による申込み可。

お問合せは，県立図書館奉仕課企画指導係(099-224-9514)まで。



日 月 火 水 木 金 土

10

月
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11

月

１ ２

５   ６★ ７ ８ ９

11 12 13 14 15   16◆

〇企画展示 「宝本エピソード展」

10月19日(土)から11月17日(日)まで

○一般閲覧室ミニ展示 「県立奄美図書館10周年」

11月17日(日)まで【開催中】

分館時代から現在までの奄美図書館を紹介します。

併せて，奄美の魅力を発信します。

○児童文化室ミニ展示① 「スポーツを楽しもうよ」

10月22日(火)まで【開催中】

○児童文化室ミニ展示② 「待ってました！○○の秋」

10月23日(水)～11月17日(日)

あなたの秋は，食欲の秋？芸術の秋？スポーツの秋？

読書の秋？……いろいろな秋を，図書館でどうぞ。

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，

林 明子/作の『こんとあき』（福音館書店） です。

*ヒント*

みみがながいどうぶつだよ！ ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日

は，学習室のみ開室（９時～17時）

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）

は，一般閲覧室新着図書の日（10月31日，11月15日【予定】）

は，児童文化室新着図書の日（10月23日）

にじいろのほん『もりのなか』 ﾏﾘｰ･ﾎｰﾙ･ｴｯﾂ/

ぶん・え （福音館書店）からのクイズです。
ふくいんかんしよてん

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，11月14日（木）までに入れてください。正解
はこ がつ にち もく い せいかい

者のなかから抽選で20人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「③ はしらどけいのはこのなか」でした。
ぜんかい こた

たくさんの御応募ありがとうございました。
ご おう ぼ

もりのなかで，どうぶつたちと，ぼくは

たのしくあそんだよ。

かくれんぼうをしたときに，かくれなかっ

たどうぶつはだれだった？

① うさぎ ② くま ③ かんがるー

10月に入ると，小学生の館内見学が増えます。中心は

２年生。生活科の学習に図書館が取り上げられているよ

うです。

初めて県立図書館に来たという子がほとんどで，一般

閲覧室のどこまでも続く書架やふだんは入ることのでき

ない書庫を見て，目を丸くしています。

館内の見学が終わったら，職員への質問タイムです。

「本はどうやって集めたのですか。」「いちばんページ

数の多い本は何という本ですか。」素朴な疑問が次から

次に出てきます。

子供たちに，できるだけ分かりやすい言葉で答えよう

とすることで，自分自身が県立図書館の業務

内容や所蔵資料について，より広くより深く

理解することにつながっています。

小学生に学ぶ10月です。

娘が，小さい頃，寝る前に決まって読んだ本です。こんがあきを助けようとする場

面や，こんが犬に連れ去られたりする場面では，何度読んでもハラハラし，こんがお

風呂に入ってきれいになる場面では，何度もほっと胸をなでおろした本です。ある

日，娘が３歳の頃，１歳半の妹に，この絵本をたどたどしい言葉で読み聞かせして

いました。それがまるで「こんとあき」を見ているようで……。ほほ笑ましい思い出の

詰まった，大切な宝本です。


